
 
 
✽1 本研究において、「戦災焼失区域（帝都近傍図）, 日地出版 , 1945、昭和 12 年測 図 , 大 日本帝国陸地測量部 , 1938、

日本図誌大系 関東１,朝倉書店、 江戸東京大 地図 , 平凡社 , 1993、復元・江戸情報地図 , 朝日新聞社 , 1994、近代沿革 図

集別冊（永安・昭和対象図）」の文献に基づき以下の3つに該当する地区を歴史的市街地と定義している。①関東大震災前後の

土地区画整理を基本とし、その形態を継承している。②第二次世界大戦時の空襲を免れている。③戦災復興時に宅地開発指定を

受けていない地域。 

✽2 路地を含む街区または市街地を、そこでの生活の場としての機能を含め総括的に「細街路空間」と定義する。ここに路地と

は①建築基準法第42条第2項に規定される「2項道路」で、かつ空間形状の面では、②少なくとも一軒以上の住居の入口に接し、

利用形態上は③自動車の通行可能な幅員を有しているものの日常的には自動車が通行しない道である。 
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1. はじめに 

1.1.  研究の背景と目的  
現代都市における通信情報網の発達に伴い、

個人をとりまく空間はその行動範囲の広域化

とは対照的に、環境とのつながりにおいては細

分化の傾向がみられる。東京においても、一極

集中化と首都圏の広域化に対応するために、急

速なネットワークの構築と効率化が進められ

てきている。その結果として、空間単位は相互

に有機的なつながりをもたないまま都市環境

全体の質を低下させてきたといえる。また、歴

史的に環境と連続的なつながりを培ってきた

住居、道、川、細街路などにおいても共有の意

識は失われつつあるといえる。 そこで本稿で

は、東京の歴史的市街地＊1おいて、生活空間の

まとまりとしての共有空間を継承している細

街路空間＊2に着目して、公図＊3をもとに地割と

路地との関係性を類型化し、類型ごとの変容か

ら路地の在り方を分析し、明らかにすることを

目的としている。 
1.2. 既往研究と本稿の位置づけ 

これまで、都市の歴史的な街区を継承してい

る市街地について扱った研究として本稿と関

連付けられるものを以下にまとめる。 
住戸と路地のまとまりとしてとらえた研究

として、住戸間の路地や隙間の形態や、行動の

特性についてまとめた研究＊4、町屋敷とその敷

地の分割・統合のされ方について考察し、建物

と路地の空間単位での特性を明らかにした研

究＊5がある。路地空間の維持・更新に関する多

方面からの視点における研究として、無接道敷

地の分布と特徴を地域特性の違いによって考

察した研究＊6、防犯や災害面からみた、住民に

安心感を与える路地の研究＊7、宅地面積や空地

分布の視点からみた空地の在り方の研究＊8な

どがあり、様々な要因の相互関係における視点

から市街地と路地との研究が進んでいる。居住

環境と環境認知の変化について、東京の歴史的

市街地の実態を考察してきた既往研究＊9,10に

もとづき、本稿では住戸間の隙間としての視点

で論じられがちである住居と路地との関係性

の実態を、公図から敷地の路地構成に着目し、

路地と地割の形成過程における類型化をおこ

なうとともに、建物用途にて路地の利用形態を

分析して、明らかにすることを特徴としている。 
 
2. 調査概要 

2.1. 調査方法 

本稿は調査地区を対象とした公図のデータ

を現地調査および航空写真により修整を加え

たものを基礎資料としている。現地調査は、

1995年6月18日～7月2日、2011年9月17日～18
日、2012年7月28～8月19日、2017年7月22日
～8月5日にかけておこない、建物の用途判別

は公図で確認し、不明な点は現地調査で補った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 戦災消失区域プロット図 
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2.2 対象地域 

東京の歴史的市街地を対象としたのは、歴史

的市街地が明治時代の急速な近代化、大正時代

の関東大震災、昭和の第二次世界大戦、戦後の

高度経済成長、さらに防災等の観点からの木造

密集市街地の再開発がおこなわれてきた中で、

明治時代よりその地割を継承しているためで

ある。「帝都近傍図」から本稿では築地地区・

東上野地区を歴史的市街地と定義している。築

地地区は東京オリンピックがおこなわれた

1960年代に埋め立てられるまで街区内に河川

が流れていた。築地の場外市場と当時同じ島に

位置しており、街区構成に大きな変化がみられ

ない街区は「築地6丁目7～18番地、7丁目10～

17番地」である。東上野地区は歴史的な地割や

路地が残されており、開発の影響を免れている

街区は「東上野3丁目20～39番地」である。よ

って本稿では、以上の街区を分析し考察をおこ

なう。 

 

3. 地割の統合と分割 

図2は、1995年と2017年におこなった建物用

途の調査により、調査対象地区における建物用

途の変化を示している。建物の用途において 1 
階部分をその建物の用途として採用し、以下に

建物の用途の分類について整理する。1）併用

住宅において1 階の用途を採用する。並列の場

合はどちらも採用する。2）集合住宅において

は、マンション、アパート、長屋などを採用し

シェアハウス等は含んでいない。 
地区ごとにおける街区構成の変化について

地割の統合と分割の観点から以下にまとめる。 
1)築地地区 
 築地地区では地割の統合が多くみられ、集合

住宅による結合が11か所、戸建てによる結合

が3か所、空地による結合が2か所、商業施設

による結合が2か所、飲食店による結合が1か
所みられる。また、6丁目13番地のオフィスの

敷地が分裂し、2017年には空き家とオフィス

になっており、6丁目7番地の戸建ての敷地も

分裂し、2017年には商業施設と飲食店になっ

ていた。 
2)東上野地区 
 東上野地区では、地割の統合と分裂が多くみ

られ、30番地では空地の敷地が分裂し、2017
年には商業施設と戸建てになっている。また、

複数の戸建て住宅が一つの集合住宅に建て替

わり、地割の結合がみられる。32番地では商

業施設の敷地が分裂し、2017年には空き家と

戸建て住宅になっている。また、空地と商業施 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
設が一つの戸建て住宅に建て替わり、地割の結

合がみられる。 
 
4. 路地構成の変化 

図3は、調査街区における路地構成について

1995年と2017年の変化を示したものである。

[1] 1995 年-2017 年築地地区 対象地域 

[2] 1995 年-2017 年東上野地区 対象地域 

図２ 建物の配置と用途の変化 

図３ 路地配置の変化 

[2] 1995 年-2017 年東上野地区 

[1] 1995 年-2017 年築地地区 

13番地 

32番地 30番地 

7番地 
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この21年にかけて路地は消失傾向にあり、地

区ごとの変化を以下にまとめる。 
1)築地地区 
 築地地区では、複数の建物に沿って通りから

通りへ抜けられる路地が多くみられる。しかし、

1995年に存在した１、2棟の建物のみに沿う路

地や、複数の建物に沿って通りから通りへと抜

けられる路地、そして路地と路地をつなぐ短い

路地が2017年には多く消失していることがみ

られる。 
2)東上野地区 
 東上野地区では、複数の建物に沿って通りか

ら通りへ抜けられる路地が多く残っている。 
1995年には１、2棟の建物のみに沿う路地が見

られた。しかし、2017年では、それらの多く

のは消失していることがみられる。 
 

5. 路地と地割の関係性の変化の類型化 

ここまで2地区における地割と路地のそれぞ

れの変容について考察してきた。これらのデー

タをふまえて、地割の変化と消失した路地を相

関分析し、その関係性の類型化をおこなう（図

4）。なお、建物の用途の変化から詳細に比較

するため、ここではL字の路地を2本の路地と

して分析する。路地と地割の関係性から、４類

型に分類でき、さらにそれらの変化のパターン

からそれぞれA（旧路地に被らない建物変

化）,B（旧路地に被る建物変化）,C（建物変化

なし）に分類して考察をおこなう。 
1)類型1：単数建物通り抜け路地 

 １軒、もしくは２軒のための路地が通り他の

路地に通り抜けができるものである。築地、東

上野地区の類型別路地数において類型1は比較

的に少ない（図5,6）。 
 路地が入り組んでいる街区内において類型1
は多くみられる。築地6丁目13番地は、1996
に空地と空き家のあった敷地に2017年までに

集合住宅へと建て替わり、地割が統合されたこ

とで類型1Bがみられる（図7の[1]）。 
 路地に面する建物の変化がみられないにも

関わらず、路地が消失している類型1Cを東上

野3丁目38番地に確認できる（図8の[2]）。 
2)類型２：単数建物行き止まり路地 

 １軒、もしくは２軒のための路地が他の建物

や塀によって行き止まりとなっているもので

ある。 
 路地に突き当たりにオフィスなどが位置す

る東上野3丁目20-21番地でこのような類型を

確認できる（図8の[1]）。しかし、類型別路地

数では築地地区に多く確認できる（図5）。 
3)類型３：複数建物通り抜け路地 
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図4 路地と地割の類型概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３軒以上の建物に面している路地が通りや他

の路地に通り抜けができるものである。 

図 6 東上野地区の類型別路地数 

図 5 築地地区の類型別路地数 

― 609 ―



 築地7丁目17番地は路地が入れ込んでおり、

路地同士のつながりが多い街区に分散的に建

物の変化がみられるために類型3がみられる

（図8の[2]） 
4)類型４：複数建物行き止まり路地 

３軒以上の建物に面している路地が他の建

物や塀によって行き止まりとなっているもの

である。 
このような路地の類型は、3棟以上の建物が

まとまりとして外部空間を形成していること

が特徴的であり、植物や自転車などのあふれ出

しが多くみられる。築地7丁目17番地や東上野

3丁目20番地にこのような類型がみられた（図

7の[2]）（図8の[1]）。 
 

6. まとめ 

 本稿では、地割と路地とのそれぞれの変化に

おいて、それら相互の関係性について1996年
と2017年との時系列にて分析し、路地と地割

の形成過程における類型化をおこない、類型ご

との変容から路地の在り方を示した。それらを

まとめると以下のとおりである。 
①1996年から2017年の21年にかけて木造集市

街地の再開発がおこなわれる中、東上野、築地

地区は、歴史的な地割を継承している。 
②一方で、複数の戸建てや住宅規模の商店の敷

地を統合して空地がみられ、オフィスや集合住

宅に建て替わっている。オフィスなどの敷地に

数件の戸建てや商業施設に建て替わっており、

地割の分裂も多数みられた。しかし、そこに路

地が形成される例はみられなかった。 
③このことから、地割の分裂がみられても、路

地を形成する新たな要素を見出すことがのぞ

まれる。 

④類型を比較してみると建物が旧路地に被る

建物変化による路地の消失が築地地区で多く

みられた。これは、地割の統合により路地の維

持が物理的に困難であることがわかる。 

 歴史的市街地の築地、東上野地区に多く存在

する路地は、地割の継承や変化によってその存

在は大きく左右される。特に空き家や空き地な

どの増加によって、部分的に開発が行われるこ

と、また路地の維持が難しくなることを対処す

ることがのぞまれ、今後においても都市の空間

単位は相互に有機的なつながりをもたないま

ま都市環境全体の質を低下させていくことが

懸念される。 
 
「参考文献」 
1)「ゼンリン地図」1996、「BLUEMAPⅡ 台東区」2017 09、「BLUEMAPⅡ 中央区」 

2017 03 

2) 金栄爽,高橋鷹志：「密集住宅地の「住戸群」における路地と隙間 の役割に関

する研究」, 日本建築学会計画系論文集, 1995年3月, 第469号，87−96 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
3)岡本哲志：「明治後期の銀座における土地と建物と路地で構成される空間単位の

類型化とその特性に関する研究」, 日本建築学会計画系論文集, 2003年9月, 第571

号，157−96163 

4)三森弘,花里俊廣：「京都の既成市街地における敷地の接道条件からみた路地空間

の特徴-都心地区・今熊野地区・七条地区におけるケーススタディ-」,日本建築学

会計画系論文集, 2011年10月, 第668号，1839−1848 

5)高木真人,森田孝夫,阪田弘一：「京都嵐山における路地の空間特性と安心感から

見たセキュリティ空間としての可能性」, 日本建築学会計画系論文集, 2010年6月, 
第652号，1349−1354 

6)魚谷繁礼,丹羽哲矢,渡辺菊眞,布野修司：「京都都心部の街区類型とその特性に

関する考察」日本建築学会計画系論文集, 2005年11月, 第598号，123−128 

7)大平晃司,大内宏友：「江戸東京の歴史的市街地における街区構成と環境認知の

構造変化に関する実証的研究（月島・築地・佃・東上野地区における生活・近隣領

域の形成）」,日本大学生産工学部平成27年度修士論文概要集,2016年 

8) 塩田直哉,渡邉脩亮,大平晃司,大内宏友：「東京の歴史的市街地における環境認

知の変化について-東上野地区における物理的環境の変化と居住者の環境認知構造

の変化との相関-」,第39回情報・システム・利用・技術シンポジウム概要集 2016

年 R1 

図 8 東上野地区の類型の分布図 

図 7 築地地区の類型の分布図 
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